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は じ め に
現在では，「懐かしの唱歌・童謡・愛唱歌」などと一括りにされることが多
い唱歌と童謡であるが，歴史的にみれば唱歌と童謡は対立関係にあった。すな
わち，唱歌とは，基本的に，学校での唱歌の授業用教材で，文部省検定済作品
もしくは国定教科書に掲載された，愛国心や日本の美的風景を歌った教育的な
歌であるのに対し，童謡は，唱歌が軽視している，子どもの感情や生活ならび
に芸術性を重視して創作された，子どものための歌もしくは童心を歌った民間
運動による歌なのである（1）。本稿では，いわゆる「創作童謡」（以下，童謡）
の成立と展開，ならびに学芸会の演目としての童謡について，主に曲の側面か
ら考察する。
1 童謡誕生への胎動
童謡の誕生は大正 7（1918）年 6月鈴木三重吉（以下，三重吉）による童
話童謡雑誌「赤い鳥」の発刊が契機になったとされるが，童謡が「赤い鳥」の
発刊によっていきなり誕生したわけではない。与田準一は，歌詞としての童謡
の面で，「赤い鳥」以前に，いくつかの童謡や子ども雑誌，たとえば，「子供之
友」「良友」「少女号」などの誌上の童謡らしき歌の存在を指摘している
が（2），これ以外に歌詞ならびに曲の面で，童謡誕生までに，従来の唱歌に飽
１００
き足らずに創作された歌がある。次に，そのうちの 4点をあげておく。漓瀧
廉太郎の作曲による歌曲と子どもの歌，滷東京高等師範学校教官の田村虎蔵た
ちによる言文一致唱歌，澆日露戦争の最中に，京都府立師範学校附属小学校の
地久節の祝賀学芸会で歌われた真下飛泉作詞・三善和気作曲の『出征』，なら
びに，『出征』と同一シリーズの子ども用唱歌にして国民歌謡となった『戦
友』（3），潺東京音楽学校の教授で，文部省の音楽教科書編集委員として『尋常
小学唱歌』の作詞を担当しつつも，学校音楽の教材としての唱歌の限界を感じ
ていた吉丸一昌によって出版された芸術的歌曲集『新作唱歌』全 10冊の歌。
2 「赤い鳥」の発刊
児童雑誌の先駆けとなった「赤い鳥」は，三重吉によって，子どものために
「芸術として真価ある純麗な童話と童謡を創作する，最初の運動を起した
い」（4）として発刊された。「赤い鳥」はその執筆陣に，当時の一級の文化人を
結集した芸術的な香り高い，画期的な子ども向け総合雑誌であった。三重吉
は，児童雑誌の現状を「その大部分は，表紙は俗悪で，内容は功利とセンセイ
ショナルな刺激と変な哀傷とに充ちた下品なものだらけである上に，その書き
表はし方も甚だ下卑てゐる（要約）」とし，唱歌に対しても「芸術家の目から
見ると，実に低級な愚なものばかりです」（5）と断じている。当初「赤い鳥」の
童謡には曲は付いていず，最初に楽譜付きの童謡作品が発表されたのは，西条
八十（以下，八十）作詞，成田為三作曲の「かなりあ（のちに，「かなりや」
と改題）」」である。「かなりあ」の詩は「赤い鳥」の大正 7年 11月号に発表
され，楽譜付で掲載されたのは，「赤い鳥」の創刊から約 1年後の大正 8年 5
月号であった。小川和佑はこの歌について次のように述べている。「「かなり
や」の歌詞は，文部省唱歌の文語を脱して，格調の高い口語で，華麗な象徴詩
になっていた。そのイメージは都市の感性そのもので，ここに久しく絶えてい
た東京の歌が出現したのであり，この曲は童謡の扉を開く始源の歌曲であった
（要旨）（6）」。曲の方は，1連から 3連までの暗い部分をモデラート 4分の 2拍
１０１学校の祝祭についての考察
子の同じ旋律で 3回繰り返し，最後の 4連の幸福な部分を終結部として，拍
子を 8分の 3拍子に，速度もアレグレットに変えて，1小節休止して始め，最
後の結論の前にフェルマータをおいてから締めくくるという凝ったつくりにな
っている。曲調は，西洋音楽そのものの唱歌調で，その唱歌調が八十のハイカ
ラな歌詞と適合して「赤い鳥」の読者である都市部の知識人に喜ばれ，さらに
これが大正 9年 6月，日本蓄音機商会からレコード化されると（伴奏，成田
為三，歌，赤い鳥少女唱歌会々員），「燎源の火のように全国で愛唱されるよう
になった」（7）のである。こうして「かなりや」は「赤い鳥」が世に問う童謡第
1曲として，また「赤い鳥」を代表する曲となったのである。創刊から休刊ま
での前期「赤い鳥」は，作曲においては，最初は新人の成田為三が多く作曲
し，成田の外遊後は，やはり新人で成田と同年配の草川信が受け継いだ。他の
前期の作曲者としては，弘田龍太郎，近衛秀麿，山田耕筰がいる。再刊から終
刊までの後期「赤い鳥」の作曲は，成田と草川の師である山田耕筰が中心にな
った。もっとも，山田の曲は子どもが歌う歌というよりも，子どもの心を歌っ
た大人用の芸術歌曲の趣が強い。
3 童謡の興隆
童謡の興隆は，童謡が拠り所とした児童向け雑誌の存在に負うところが大き
かった。童謡の誕生とされる「赤い鳥」以前に，子ども向け雑誌がなかったわ
けではないが，「赤い鳥」に刺激されて，以後続々と児童雑誌や少年少女雑誌
が創刊された。類似の児童雑誌のあまりの相次ぐ発刊に，三重吉も「赤い鳥の
マネ雑誌，オトギの世界，金の船，お話，コドモ雑誌，童話ととう～五つ出
来ました」（8）といらだちを隠せないほどであった。この時期の児童雑誌の新刊
件数を年代別にあげると，大正 7年 2，大正 8年 9，大正 9年 5，大正 10年
14，大正 11年 14，大正 12年 11，大正 13年 7，大正 14年 4，大正 15年 3
で，まさに「大正 7年『赤い鳥』の創刊以来，大正 15年『童話』の終刊に到
る 9年間は，児童文学の黄金時代であった（9）」のである。童謡の興隆は大正
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期一杯続き，昭和時代に入ると急速に衰退するのであるが，その最盛期は大正
11年から 14年の間であったと考えられる（10）。
4 童謡の定着と発展
「赤い鳥」の童謡は，北原白秋（以下，白秋）が全責任をもって，自ら創作
し，投稿欄の創作童謡（大人）と児童自由詩の選に当たっていた。白秋は，
「新らしい日本の童謡は根本を在来の日本の童謡に置く」として，「赤い鳥」の
初期にはわらべ歌の色彩の濃い作品を作った。これに対し，八十は，もっと自
由に湧きあがるイメージをファンタジー風の華麗な詩にしたが，八十の童謡
は，白秋の作品以上に「赤い鳥」の支援者である進歩的な教師や青少年に強い
刺激と魅力を与えた。白秋と八十の作風は，このように対照的だったが，両者
の詩によって，近代童謡の基礎を作った初期「赤い鳥」は大きな成果を得た。
つまり，白秋のわらべ歌に基礎をおいた童謡によって，童謡は子どもの感情や
生活と密接なものになり，八十の都会的で象徴的な童謡によって，童謡は従来
の言文一致唱歌のようなお伽噺風の童話から脱皮したのである。一方，作曲面
から見ると，「赤い鳥」に発表された童謡は，八十と成田の間には適合性があ
ったものの，白秋のわらべ歌に基点をおくという理想が生かされた曲はなく，
全体的には作曲家が誰であろうと唱歌調のものが多い。これは，前期の「赤い
鳥」を若い弟子の成田に任せきっていた山田に責任があるが，三重吉も白秋も
音楽面には疎かったことにも起因している。
「赤い鳥」と「童話」に対抗して，野口雨情（以下，雨情）を擁して一大勢
力となったのは，大正 8年 11月創刊の「金の船」であった。この「金の船」
は，大正 11 年 6 月から「金の星」と改題された（以下，「金の船・金の
星」）。「金の船・金の星」は，「赤い鳥」の「かなりや」を真似て，創刊号から
楽譜をつけた童謡を巻頭に載せた。雨情が「金の船・金の星」の社員として加
わったのは，大正 9年 6月のことであるが，以後，雨情は，編集，童謡の作
詞，投稿童話の選だけでなく，童謡の講演，朗読によって全国的に「金の船・
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金の星」の宣伝と普及に奔走した。「金の船・金の星」には，雨情の 147編の
童話が掲載されているが，「四丁目の犬」「十五夜お月さん」「七つの子」「青い
目の人形」などの，雨情の民謡的わらべ歌的な日本的情緒纏綿たる口語体の童
話は，子どもたちに愛唱され，多くの歌が現在までも歌い継がれている。た
だ，作曲面では，当初は作曲家に恵まれず，北村季晴，中山晋平を経て，第 5
号から本居長世が登場して，「金の船・金の星」の童謡はようやく安定し，以
後曲のついた童謡としては「赤い鳥」を凌ぐ勢いになる。他の作曲家では，中
山晋平，小松耕輔，藤井清水，広田龍太郎，山田耕筰などが作曲している。
「童謡は，決して子供だましの唄ではない。童謡の中にほんたうの日本の詩
謡としての素質が含まれてゐる」という雨情の童謡を，作曲面で実現し，童謡
を教育的意義のある芸術作品に高めた最大の功労者は，本居長世である。本居
は，「金の船・金の星」に発表した，最初の作品「葱坊主」，第 2作の「四丁
目の犬」さらに「人買船」（以上雨情の作詞）「ダリヤ」（若山牧水作詞）など
を経て，「十五夜お月さん」（雨情の作詞）において自分のスタイルを確立し
た。本居は，その後雑誌「童話」からも依頼されて作曲するようになり，藤森
秀夫や八十と組んで作品を発表している。本居は，大正 12年の渡米前後の約
1年間をのぞいて，大正年間に毎月のように「金の船・金の星」と「童話」な
どの雑誌に童謡作品を精力的に発表している。本居は，音楽面で童謡を芸術作
品として質的に高めたが，童謡の地位向上にも大きな役割を果した。当初，童
謡は唱歌に対して低俗な歌と思われていて，学校で童謡を歌うと先生から「唱
歌を歌え」と叱られるなど，童謡に対する風当たりは強かった。転機になった
のは，澄宮（三笠宮崇仁）の童謡の作詩と本居の御前演奏会である。大正 10
年，日光のご用邸で 5歳の澄宮が童謡を作詩したという新聞記事が掲載され
た。同時期に，雨情が童謡好きの澄宮に「千代田のお城」を自書して献上し，
これに本居が作曲した縁で，本居は澄宮の詩作品の作曲を命じられた。そして
本居は，澄宮満 6歳の誕生日に，少女歌手の長女みどり，次女貴美子を連れ
て参内し，自身はピアノ伴奏をして澄宮の詩作品と自作の披露をしたのであ
る。ご前演奏会の機会を本居が得たのは，本居が東京音楽学校の助教授であっ
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たことに加えて，本居が本居宣長の子孫であり，祖父の豊穎は，大正天皇の侍
議であったという出自の良さも大いに与っている。同年 10月には，雨情の童
謡集「十五夜お月さん」が文部省の認定童謡集になり，童謡はここに確固とし
た地位を得たのである。本居はレコード録音だけでなく，娘たちを連れて日本
各地で公演して童謡の伝播に努めた。また東京音楽学校で，のちの童謡作曲の
担い手，弘田龍太郎や中山晋平らを育てた功績も大きい。
5 童謡の学校での歌唱の有無
童謡は学校で歌われたのだろうか。これについて，まず否定的な記述をいく
つかあげる。
A 否定的な記述の例（以下の下線は引用者）
（1）「かなりや」をはじめとする当時の童謡は，文部省の検定をうけていなか
ったので，学校の教室では大っぴらに教えるわけにはいかなかった。だから，
童謡に共鳴した教師も，遠足へ行く途中や放課後などに，それこそ「そっと」
教える以外になかった。（園部三郎・山住正己『日本の子どもの歌』岩波書
店，1963年第 2刷，93頁）。
（2）童謡は官製の唱歌への反発から生まれましたから，旧文部省あたりでは
これを学校教育に持ち込むことをあまり快く思っていません。子どもたちは学
校では唱歌を歌い，放課後は童謡を歌ったり聴いたりすることが普通でした。
（上田信道『謎とき 名作童謡の誕生』平凡社，2002年，15頁）。
（3）唱歌教育界の権威者たちは，童謡を卑俗なものとみて，ますます文部省
唱歌の価値を宣伝したので『尋常小学唱歌』は，ほとんど唯一の教科書として
全国の学校でつかわれていた。したがって，年号が変わり昭和になったときに
も，全国の学校でうたわれていたのは，いぜんとして『尋常小学唱歌』掲載の
文部省唱歌であった。（山住正己『音楽と教育を考える』ほるぷ総合連，1974
年，86−87頁）。
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（4）私は当時は小学校の生徒だったが，たまたま進歩的な音楽の先生がいて
そういう童謡を教えられた。従来のかた苦しい生気の通わない文部省唱歌とそ
の亜流に対して，何とそれは楽しいものであったか，その喜びをはっきり思い
出すことができる。（金田一春彦，大正 10年に東京の真砂小学校入学，大正 13
年に杉並第 2小学校に転校し大正 15年に卒業，金田一春彦『童謡・唱歌の世
界』，主婦の友社，1978年，162頁）。
（5）学校教育との関わりという点では，童謡運動の性格からいって，大正期
から昭和初期の教科書に童謡が収載されることは少なく，童謡が学校のなかの
音楽として影響力をもつようになるのは，戦後になってから教科書教材として
積極的に取り上げられるようになってからである（筆者，月渓恒子）。月渓恒
子・北川純子・小塩さとみ編著『現代日本社会における音楽』放送大学教育振
興会，2008年，21頁。
（6）（童謡運動の雑誌は，）知識階級の家庭ならびに自由教育の学校教室に迎
えられるという興隆開花の一時期をつくりだしました。与田準一『日本童謡
集』岩波書店，2007年，第 64刷，288頁。
以上の記述は，まとめてみると次のようになる。漓童謡は学校では全く歌わ
れなかった滷童謡は一部の「進歩的な」教師が時間中に教えた澆童謡は学校で
は禁止されていたので一部の「進歩的な」教師が遠足や放課後などの正規の授
業時間以外で教えた潺童謡は，公立学校では歓迎されず，知識階級の家庭や私
立の自由学校で歓迎された潸当時の教科書に童謡が掲載されることはなかっ
た。
次に，これらに対する反証として肯定的な記述の例をあげる。
B 肯定的な記述の例
（1）附属小学校の事例（以下の下線は引用者）
漓長野県師範附属小学校 附属の音楽の時間には教科書の小学唱歌よりも『赤
い鳥』などののった童謡のようなものが主であった。（大正 13年 3月長野県
師範附属小学校卒業生，塚田正朋の回想）『長野県近代史研究』駒込幸典『信
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州 教育事始め』信濃毎日新聞社，1999年，64頁。
滷京都教育大学教育学部附属京都小学校 音楽では，「小島高徳」「楠木正成」
といったもう一つ子どもの生活に密着していなかった歌から，清水かつらの
「しかられて」などが歌われた。（京都教育大学教育学部附属京都小学校百周年
記念誌編集委員会編集・発行『京都教育大学教育学部附属京都小学校百周年記
念誌』「第 4章 大正時代」，1981年 11月 22日，75頁。
（2）公立小学校の事例
漓長野県飯田市飯田尋常小学校 （図画や唱歌の教科書は使わず，）その替りに
習った歌は，中級からは当時盛んになりかけていた北原白秋，野口雨情などの
童謡が多かったように思う。（担任の）宮嶋先生が受験で休んでいる間，補習
授業に来て下さった先生の一人が，「歌を忘れたカナリヤ」を教えてくれたの
が印象深く残っている。5年後半から本校に移るが，そこでも教科書は使わな
かった。音楽専科の先生であったが，楽譜を教えるためか，比較的易しい童謡
の類を習ったように思う。（古島俊雄，長野県飯田市飯田小学校大正 7年 9月
入学＝秋学期入学）古島俊雄『子供たちの大正時代－田舎町の生活誌』平凡
社，1983年，初版第 4刷，256頁。
滷長野県上田市丸子中央小学校 「そのころ（大正 12年－昭和 4年）私たち
は学校で白秋の童謡などをずいぶんと歌ったものでした。『赤い鳥小鳥 なぜ
なぜ赤い 赤い実をたべた』このうたは，たしか小学校へ上がった年受持ちの
女先生に初めて教えられた童謡で私たちが白秋の詩を知ったはじめでした／そ
れから高学年への数年間，先生は替わりましたが『ゆりかごのうた』『すかん
ぽの咲くころ』『南の風が吹くころ』『待ちぼうけ』『砂山』『この道はいつか来
た道』『からたちの花』と白秋から雨情，露風，八十などと次次と教えられて
歌い続けたものです。」小山田仁（昭和 4年卒）長野県『丸子中央小学校百年
史』438−439頁，山本信良・今野敏彦『大正・昭和教育の天皇制イデオロギ
ー（蠡）』神泉者社，1977年，204頁所収。
澆岡山県勝加茂尋常高等小学校 （唱歌の授業でうたう歌は，文部省唱歌が主
だったが，教科書はなかった。）履修についてはあまり制約がなかったよう
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で，この歌に，大正デモクラシーの新しい教育運動によって流行した童謡が加
わった。特に中高学年の女の子は，情緒的なこの傾向の歌の方が好きらしく，
教師もそれを心得てか，よく北原白秋や野口雨情，西條八十の作詞による歌を
うたわせていた。（中略）4年の時，ある唱歌の時間に教師が新しい歌として
出したのは蕗谷虹児の「花嫁人形」だった。これは日頃母や姉がよく歌ってい
るのを聞いて知っていた。竹内途夫（岡山県勝加茂尋常高等小学校，昭和 2
年入学）竹内途夫『尋常小学校ものがたり』1992年，第 4刷，福武書店，121
頁。
以上の事例は，大正期はもちろん昭和初期においても，附属小学校や都市部
の小学校だけでなく，田舎の公立小学校においても童謡が歌われ，童謡が広く
流布していたことを示している。童謡の浸透は，公立小学校での童謡の歌唱の
全面的，部分的否定，さらには一部の家庭や私立小学校のみにおける歌唱とい
った程度のものではなかったのである。ただ，「かなりや」は軟弱で非教育的
な歌という非難があり（11），童謡が誕生した大正 8, 9年ごろは，童謡は低俗な
歌という見方が支配的で，童謡をおおっぴらに教えることは出来ず，こっそり
と教えなければならない状況があったようである（12）。童謡に対する社会の評
価の転機は，前述のように大正 10年頃である。ところで，童謡は，大正時代
から昭和時代の初めに全国的に盛んになる学芸会でも歌われたのだろうか。こ
れについては，上の事例から歌われた可能性が高いことが推測されるが，その
事例を学芸会の発展形態として行われた唱歌会を含めていくつかあげよう。
C 学芸会での童謡の歌唱
（1）学芸会での事例（以下の下線は引用者）
漓 京都お伽会主催市内小学校児童学芸会 大正 8年 11月 23日，市公会堂
に於て京都お伽会主催市内小学校児童学芸会を開きしを以て 56学年児童男女
50人を参加せしむ，唱歌 二部合唱わが国旗 童謡かなりや（13）。
滷 神戸市平野尋常小学校 平野小学校沿革史の学芸会記録にも「「大正 9年
頃から大正末期へは，当時流行せる児童に即した芸術運動によって生まれた童
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謡の全盛時代にて，毎年の学芸会ごとに児童にも其の父兄にも喜ばれた童謡が
数多くあった。」と記されている（14）。
なお，このころ童謡に合わせて踊る童謡踊りが小学校で流行し，これが学芸
会での人気演目となるが，この童謡踊りは，本居が全国を巡回公演した際に，
娘たちに自作の童謡を踊らせたことの影響である。
（2）唱歌会での事例
大正期には，唱歌会が学芸会とは別に単独で開催されるようになり，とくに大
正中期以降に童謡のある唱歌会が広く普及する。童謡の登場は，学芸会におけ
る劇と同様の役割を持ち，舞台を華やかなものとしたのである。大正 12年，
長野県中野小学校の唱歌会では，小学校 3年以下の第 1部のプログラム 15曲
中，「四丁目の犬」「十五夜お月さん」「かなりや」「叱られて」など合計 8曲
が入っている（つまり半数以上が童謡で，唱歌会の名のもとに童謡が歌われて
いる）（15）。因みに，岡山県勝加茂尋常高等小学校の昭和初期の唱歌会の様子は
次の通りで，盛んに行われていた唱歌会の様子が分かる。「毎月 1回，全員参
加の校内唱歌会があった。月の第 2水曜日の午後だったか，授業をつぶして
大広間の裁縫室で催された（16）」。また，「冬場には近隣 4校の支部の唱歌会が
催された。出演は学級ごとか学年ごとの斉唱が主であったので，4, 5年以上は
各校とも全員が参加したと思う。また郡主催の唱歌会が 3月に郡の筆頭校で
行われた」（要旨）（17）。
6 教育界における童謡の大流行
以上のように，童謡は，小学校の唱歌の時間，学芸会や唱歌会においても盛
んに歌われるまでの地位を確保するようになった。当時童謡が教育界を席巻し
た様子は，次の東京高等師範学校訓導千葉春雄の記述からも窺われる。「童謡
はその生まれ立てには，児戯であると笑われ，程経て童謡の論争が盛んになる
と，一時の際物，流行とされて嘲られた。しかし，童謡の興隆とその生命白熱
度とは，事毎にその人達の達識を裏切った。童謡は，誕生，論争，普及と進
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み，もう生活そのものゝ中にとけ込んでしまつた（要旨）」（18）。もっともここ
で注意しておかなければならないのは，ここで言う童謡は必ずしも歌曲ではな
くて，童謡詩を指す場合が多いことである。たとえば「童謡の流行は綴方の全
生命を奪つたかの感がある（19）」という記述に見られるように，綴方の時間に
童謡が，鑑賞されたり作成されたりしていたのであり，これは「謄写刷で作
る（20）」ということから，当時の最新文具であった謄写版が教材作成に活躍し
ていることが分かる。そして，さらに「進んだ」教師は，新教育の理想に適合
した教育実践として，児童に童謡を創作させ，これを童謡詩にとどめずに曲も
つけて歌わせていたのである（21）。
7 童謡の流行の背景
検定を受けていない童謡が，学校で盛んに歌われた理由を次にあげる。
（1）音楽観 「男の子で唱歌が甲だと女の子のようで，何となく恥ずかしかっ
た（22）」という述懐があるように，当時，音楽は婦女子のたしなみで，軍国主
義の時代の男子のやることではないという風潮が支配的であった。
（2）唱歌授業の軽視 このような音楽観は，当然，唱歌科目軽視に繋がる。
しかし，これが逆に唱歌の授業への無関心となって，その自由度を高めたので
ある。なかには，自由度が行き過ぎて，声色をつかった講談の上手な先生の唱
歌の時間が，子どもたちにせがまれて，よく講談の時間に替わることさえあっ
たという（23）。
（3）唱歌の教科書が国定でなかったこと。これも唱歌授業の軽視の現われで
あるが，唱歌教科書が国定になるのは他教科と比べて，極めて遅く昭和 16年
である。それまでは検定済の教科書を使用するよう定められていたが，上述の
事例からも分かるように，それは十分徹底されていなかった。童謡の流行は，
唱歌の教科書が検定で縛りが少なく，しかもそれが不徹底であったから学校に
入り込むことができたのである。
（4）唱歌教育の専門性 唱歌の教授には，読譜力，歌唱力，オルガンやピア
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ノの演奏能力が必要である。それゆえ唱歌の授業は，クラスの担任が受け持つ
とは限らず，多くは女の教師が担当した。男の教師でも師範学校の出身者は唱
歌の指導ができたが，当時師範学校を卒業した本科正教員の全体に占める率は
わずか 3割前後で，師範学校出身の訓導を多くそろえることは容易ではなか
った。したがって，音楽の分からない教員も多かったから，唱歌の授業が放任
され，教材まで管理が行き届かなかったのである。
8 童謡の衰退
（1）童謡の乱作と質の低下
「今日如何なる新聞紙を見ても童謡の一つや二つ載せて無いものは無い。又如
何なる雑誌を見ても，夫が児童によまるるものならば，童謡を載せて居ないも
のは無い。のみならず大人の見る雑誌の中にも，往々にして童謡が，掲載され
て居るのを見る（24）」。
これは，大正 13年の童謡の興隆を示す記述である。童謡の流行は教育界だ
けの現象ではなく，一種の社会現象だったのである。しかし，童謡市場の拡大
は，作家の乱作を招き，乱作は童謡の質の低下を招来した。「北原白秋，西條
八十，野口雨情などの売れっ子作家には，毎月，5篇も 6篇もの注文が来る。
こうなると，1月に 1作か 2作に詩心を集中させていた「赤い鳥」の創刊時の
手作りの芸術品のような質の高さはなくなり，大量生産品の甘ったるい，類型
的な作品が市場に氾濫するようになったのである（要約）」（25）。
（2）児童雑誌の廃刊
大正 11年は新しく「コドモノクニ」が発刊され，童謡の流行がピークを迎
えたはずであるが，その大正 11年には，「おとぎの世界」が 10月号で廃刊さ
れている。その後，大正 15年 7月には，「童話」が突然廃刊し，昭和 4年 3
月には「赤い鳥」が一時休刊，同年 6月には，「金の星」が終刊と，児童雑誌
が相次いで休・終刊している。このように，昭和 4, 5年になると，童謡は拠
り所であった児童雑誌をほとんど失い，楽譜やレコードも売れなくなって，童
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謡の時代は終わり，世は民謡小唄時代になっていったのである。
9 童謡流行への反動ならびに訓令との鐚藤
童謡の頂点が過ぎると，童謡や俗謡などを学校で教えることに対して疑問の
声があがってきた。それは乱作によって質が低下した童謡ならびに童謡に替わ
って流行し始めた小唄や新民謡などを，学校で教材として取り上げることに対
する疑問の声であるとともに，法令違反に対する問題視でもあった。大正 13
年には，検定済でない童謡を学校で教えることを問題視する，次のような指摘
がある。「新作童謡の凡てが優れた善い作品であるにしても，之を教育上に採
用し得る唯一の条件は，必ず文部省の検定済でなくてはならないことである
（中略）。而かもその実情を見れば，到る所の小学校に於て，（童謡が）窃に教
材として取扱はれて居るけれども，之は明かに文部省の訓令を無視したる不法
行為であり，教育家自身の不注意であると云はねばならぬ」（26）（かっこ内なら
びに下線は引用者）。ここで言う訓令とは，明治 27年 12月 27日文部省訓令
第 7号のことで，その内容は次の通りである。「小学校ニ於テ唱歌用ニ供スル
歌詞及楽譜は，本大臣ノ検定ヲ経タル小学校教科用図書中ニアルモノ又ハ文部
省ノ選定ニ係ルモノ及地方長官ニ於テ本大臣ノ認可ヲ受ケタルモノゝ外ハ採用
セシムヘカラス但他ノ地方長官ニ於テ一旦本大臣ノ認可ヲ経タルモノハ此限ニ
在ラス」（27）。この訓令以前には，小学校における唱歌は，儀式用唱歌の曲目に
ついては指定があったが，それ以外は規程がなかった。この訓令によって，唱
歌科の教材の唱歌はもちろん，学校において歌われる唱歌がすべて完全に文部
省の管轄下におかれることになったのである。大正 13年時において，この訓
令に該当する唱歌をあげると，文部省選定教材としては，音楽取調掛編纂の
「小学唱歌」3編，明治 26年に作成され大正 2年に改正された小学校儀式用唱
歌，大正 3年完成の文部省著「尋常小学唱歌」6冊のみである。認可を受けた
唱歌としては，各学校の校歌や儀式用の唱歌があたるが，これらは唱歌の教材
としては限定される。そして検定教科書は，大正 13年までの 10年間にはほ
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とんどない状態だった。つまり，この訓令を厳密に適用すると，当時の小学校
では，校歌や儀式用の唱歌を別にすると，「小学唱歌」と「尋常小学唱歌」以
外に歌う歌がなかったのである。なお，検定教科書が極度に少なかった理由
は，第 1 に，作詞家，作曲家は検定という権威付けを求めなかった，第 2
に，検定図書は，検定出願教科用図書の標準定価に規程されて著しく定価が安
く押さえられた，第 3に，検定出願をしないでも，童謡が学校で自由に歌わ
れており，この訓令が有名無実であったから，である（28）。
大正期の音楽教育の向上と童謡の興隆に，唱歌教授に限定された旧態然とし
た学校での音楽教育が追いつかなくなり，童謡の自由な採用を求めて時代遅れ
のこの訓令の撤廃を求める声が次第に高くなってきた。しかし，その一方でこ
れが撤廃されると，唱歌教授は混乱に陥り，音楽教育は退化し俗悪に堕すると
いう声もあった（29）。このような混乱が続く中で，東京高等師範学校附属小学
校内初等教育研究会の唱歌研究部は，昭和 2年 5月，歌曲採用認可願を文部
省に提出した。その理由は，次のとおりである。「国家自らが唱歌教材を提供
することは急務中の急務である。それが出来ないとすれば，訓令を速に撤廃す
べきである。現状に鑑みてそれが未だ不安心であるとするならば，検定を寛大
にして盛んに民間の作曲者に出願を促すべきである。それも出来ない事情にあ
るとするならば，頗る変体ではあるが，歌曲採用認可願を文部省に提出するよ
り外に途がない」。つまり，同唱歌研究部の歌曲採用認可願の提出は，行き詰
まっている現状打開のための合法的な窮余の一策だったのである。同唱歌研究
部は，1600余りの曲から厳選して約 150余曲を選び，さらに再審査して 128
曲に減らし，これをさらに修身研究部と国語研究部とで研究を重ね，最終的に
101曲にして，文部省の認可を仰ぐ手続きをとった。昭和 2年 5月に文部省
に提出し，昭和 3年 3月 14日付指令で 71曲が認可された。このような成果
を得て，同唱歌研究部は「これで我が校だけでなく，全国の小学校でも公然教
材として子どもに授けられることになった」と述べる（30）。たしかに，これに
よって学校で歌うことのできる童謡などの歌曲の数は増えたが，根本解決にな
ったわけではなかった。
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10 小唄・新民謡の流行
「船頭小唄」は大正 7年 10月ごろ，野口雨情によって作詞され，大正 10年
に中山晋平によって作曲された（31）。この歌は大正 11年末から流行し始め，12
年 3月松竹映画の主題歌になってからは「3歳の小児も之を歌」（32）うほどの
「まったく国を蔽う声となった」（33）。さらに，関東大震災後の大正 13年 5月
ごろから「籠の鳥」（千野かほる作詞・鳥取春陽作曲）が流行し始め，これを
帝キネが映画化すると爆発的に流行した。唄を使った映画には，松竹蒲田の
「船頭小唄」の先例はあったが，この帝キネ「籠の鳥」の空前の大当たりが機
みとなって，小唄映画が続々と作られるようになった。この「籠の鳥」の流行
は猛烈で，小学生もこれを歌うので先生たちも困り，教育家，学者，識者によ
る歌唱禁止運動が起こって，小学校ではこれが禁止され，映画館では上映禁止
のところがでる騒ぎになった（34）。
11 軍国主義化と統制強化
（1）法規・政策上の軍国主義化と統制
大正 12年頃から自由教育の行き過ぎをたしなめ，軍国主義への布石が打たれ
始める。そのいくつかを列記する。漓大正 12年 11月 10日，「浮華放縦ヲ斥
ケ」るべしという「国民精神作興ニ関スル詔書」がだされている。滷大正 13
年 8月，岡田良平文部大臣が地方長官会議において「教育上ノ新主義ヲ鼓吹
スル者」に対する監督強化・学校劇の禁止を指示する。澆大正 13年 9月，松
本女子師範学校附属小学校の公開授業で川井清一郎訓導による修身教授法が国
定教科書無視として非難される。潺大正 13年 11月 7日文部省，奈良女子高
等師範学校附属小学校に督学官を派遣して，自由教育の行き過ぎ是正を指示す
る。潸大正 14年 4月 13日，文部省と陸軍省によって，全国の男子の中等学
校以上の学校に陸軍現役将校を配属する法律が公布される。澁昭和 4年，文
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部省は，「教化動員ニ関スル件」国体観念を明徴にし国民精神を作興すること
と，経済生活の改善を図り国力を培養することの 2大要項を掲げてその普及
徹底のために，全国いっせいに教化総動員を実施した。
（2）音楽上の統制
レコードによる歌謡曲時代が始まるのは昭和 3年からであるが，その昭和 3
年には，「道頓堀行進曲」「アラビアの歌」「波浮の港」「出船の港」などのレコ
ードによる流行が猛然と起こる。そして，昭和 4年，映画「東京行進曲」の
主題歌「東京行進曲」（西条八十作詞・中山晋平作曲，歌佐藤千夜子）のレコ
ードが映画の封切前に 15万枚，封切後に 30万枚売れる。あまりの流行にラ
ジオでの放送が禁止され，文部省は認可を受けていない唄を学校で歌わないよ
う取締りを強める事態に発展する（35）。このようなレコードの統制は，昭和 9
年の退廃的流行歌謡の青年，子どもへの悪影響を考慮したレコード取締規則の
成立に繋がる（36）。
（3）教育上の統制－唱歌科教科書国定化への布石－
このような時代風潮の中から，新しい曲を理解もなく教え，大切な子どもの
唱歌の時間を無駄にするよりも，安全で安心して歌わせることのできる曲への
要望が高まるのである。この現場の声に答えて，文部省は，昭和 5年には，
これまで検定教科書のなかった高等小学校用に『高等小学唱歌』（全 1 冊）
を，昭和 7年には，『尋常小学唱歌』の改訂版『新訂尋常小学唱歌』，昭和 10
年には『高等小学唱歌』の改訂版『新訂高等小学唱歌』を発刊している。昭和
11年の『文部省著作 新訂高等小学唱歌・新訂尋常小学唱歌編纂の趣意』に
おいては「文部省著作以外の非教育的なる歌曲が，或地方での一時的の現象で
はあったが，教授されて，純真な小学児童に唱和されたといふことは，誠に遺
憾なことである。（中略）文教の府に於て著作されるのが絶対の権威を有する
ものであることは，今更言ふまでもない」（37）と述べられ，巻末の「小学校唱歌
科教科用図書に関する法規に就いて」においては，次のようにこの趣旨が徹底
されている。「漓唱歌科教科用図書は道府県知事に於て必ず採定すべきものた
ること滷小学校に於ける唱歌科教科用図書の使用は文部省著作のもの，又は文
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部省選定及び検定済のものの中，府県知事の採定したものに限り採用し，其他
は採用すべからざること澆小学校に於ける唱歌教材の歌詞及歌曲は文部省著作
又は選定及検定済のものにして府県知事の採定に係るもの，又は府県知事に於
て特に文部大臣の認可を経たものに限定され居ること」（38）。これは『新訂尋常
小学唱歌』ならびに『新訂高等小学唱歌』の事実上の国定を確認したものであ
り，これによって昭和 16年 4月の国民学校令での音楽教科書の国定への道筋
が整備されたのである。
昭和 8年には，かつて子どもの立場に立って，敢然と文部省に立ち向かっ
た言文一致唱歌の提唱者，田村虎蔵が童謡について次のように総括している。
童謡の中には「優良な作品が多々あること」は事実だが，「童謡は所謂童謡で
あつて，歌曲共に其程度の低いのが特色である」，つまり童謡は誰でも手を付
けやすいから，小学校の訓導まで，「無闇・矢鱈に似て非なる作詞・作曲を
し」「然もそれ等を直接児童に教授している もあつた」。教師はこうした歌曲
の吟味をせず，流行に流されて，所によっては，「在来のあらゆる唱歌教材は
愚か，文部省著作の尋常小学唱歌すら，之を時代後れとして放擲し，一顧の価
値なきものゝ様に取り扱つてゐたのであつた。斯くて一面に於ては，教育音楽
の発展上由々しき害毒を流してゐたのである（39）」，と。さらに田村は，音楽を
芸術音楽，宗教音楽，軍楽，教育音楽，家庭音楽，民衆音楽に分類し，学校で
の音楽を教育音楽でなければならないとして，小唄，ジャズについても次のよ
うに述べる。「彼の童謡の廃れ行く代償として，大正の末より昭和の初めにか
け，卑俗なる小唄の流行したこと，竝に米国より肉感的なジャズ音楽が渡来し
て，共に繁栄を極めたことである。申す迄もなく，是等は皆所謂民衆音楽であ
って，我等の教育音楽ではない。之を我等の教壇に取入れるが如きは，甚だし
い誤謬である（40）」。以上のような考えに立った田村の次の結論は，時局を色濃
く反映して，学芸会での歌も含めて，学校での歌が「教育音楽」に限定されて
いく予告となっている。「今や我国は非常時に際会してゐる。彼の肉感的なジ
ャズで躍つたり，怪しげな流行小唄を唄つてゐる時期ではない。吾等教育音楽
者も，もつと真剣で，真面目で，而も正しい硬教材をも採用し，以て是等俗悪
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極まる淫楽を排除せねばならぬ」（41）。
お わ り に
大正期から昭和初期にかけての期間は，唱歌教育を通して西洋音楽が国民の
中に定着し，またこれを梃子にして，新しい音楽が創造された時期であった。
明治後期から芽吹いていた唱歌に対する物足りなさ，反発は，大正期にいたっ
て芸術的歌曲としての童謡や世界に類を見ない童心主義による子どもの歌であ
る童謡を生んだ。童謡は当初は否定的にみられたが，やがて爆発的に流行し，
その勢いは綴方，唱歌の授業，学芸会の演目を席巻し，さらに学芸会とは独立
の，演目に童謡の入った唱歌会を生むまでにいたった。しかし，童謡の大流行
は乱作によって質を下げ，昭和期に入ると急速に廃れていった。そして，昭和
初期までは，比較的自由であった学校での子どもの歌も，軍国主義と政治の右
傾化の中で統制が加えられ，やがて国定化されて文部省唱歌と軍歌のみとなる
のである。こうして堅苦しく教訓臭の強い唱歌に対抗して，子どもの生活や感
情に適合した日本独自の芸術的な歌を，という主張のもとで生まれた童謡は，
一定の成果を残しながらも十分に発展しないまま，商業主義と軍国主義の時代
の流れに飲み込まれていき，唱歌科の授業や学芸会においても，童謡がほとん
ど姿を消して，時局に合った教育音楽に限定されていったのである。
注
盧 実は，唱歌，童謡，歌曲の区分は，必ずしも明確ではない。とくに作曲において
は，これらの区分がさらに不明確になる。本稿では，これについては詳しく触れ
ない。
盪 与田準一『日本童謡集』岩波書店，2007年第 64刷，286−287頁。
蘯 これについては，拙著「学校の祝祭についての考察－学芸会と唱歌－」関西学院
大学文学部『人文論究』第 58巻第 1号，2008年，参照。
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鳥』第 12巻，第 3号（鈴木三重吉追悼号），1936年，290頁（復刻版，日本近
代文学館，1968年）。
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